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ウミネコLa7uscrassjrostrjsの親鳥によるヒナの識別

成田章＊

上越教育大学動物生態学研究室〒943新潟県上越市uﾉ屋敷町Ｉ

カモメLarus属では，他個体がなわばりへ侵入したり接近した場合，なわばり所有個体が排他的

行動をとることが知られている（Tinbergenl953，橋本1977,Butler＆Janes-Butlerl983，金

田1983，成田1985)．しかし，ヒナがほかのなわばりへ迷いこんだ場合，ほかの親に受け入れられ，

巣立ちにいたることもある（Tinbergenl953，Graves＆Whitenl980，Holleyl984)．著者は，

1990年に232巣のウミネコLaruscrassjrosZrisの繁殖経過について調査していたとき，２巣間でヒ

ナの入れかえを観察した．その後，２羽のヒナはそれぞれふ化した場所とは異なる新たな巣で，異な

る親に世話され巣立ちにいたった．この現象は，ほかの親によるヒナの受け入れである．このことに

より，親は自分のヒナを個体ごとに識別しているのではなく，巣にいるヒナはすべて自分のヒナとみ

なしている可能性が考えられた．そこで，親が自分のヒナを識別しているかどうかを明らかにするた

めに，実験的にヒナの入れかえを行なったので，その結果を報告する．

ヒナの入れかえ実験は，1991年５月23日から６月９日まで青森県八戸市の蕪烏（40.32'Ｎ，141.

33'Ｅ）で行なった．実験に使用したヒナは，０日齢から１０日齢までの合計74個体であった．これら７４

個体は，色足環を装着することにより個体識別された．入れかえのくみ合わせは，同日齢どうしの日

齢差Ｏから日齢差８までの37とおりであった（Tableｌ）．１０日齢を超える日齢のヒナは，活発に動

き回るために捕獲することが困難であり，捕獲し入れかえを行なってもすぐに元の巣へ戻ることが予

備実験で明らかとなっていたために，実験に使用しなかった．なお，巣立ちにいたった場合を入れか

え成功とみなした．

ヒナの入れかえ実験により，７４個体中57個体（77.0％）が入れかえに成功した（Table２）．日齢

差ごとにみると，日齢差の小さい方が入れかえ成功率が高かった（Table２)．入れかえに成功しな

かった17個体中16個体は，入れかえ後巣の近くで死亡していた．ヒナがほかの繁殖個体につつかれて

死亡する場合，負傷箇所が確認できるが，死亡した16個体には負傷箇所は確認されなかった．死亡原

因は，おそらく新しい親に十分な給餌をされず，また給餌に対するヒナ間の競合に負けたことによる

餓死と思われる．残りl個体は10日齢のヒナであり，２日後（12日齢）に元の巣へ戻っていた．入れ

かえ後のヒナの巣立ち率は77.0％であり（Table２)，1990年のふ化に対する巣立ち率80.1％（成田

1990）と同様であり，1991年の70.0％と比べても有意な差はなかった（Ｘ：＝0.3,,.s.)．

この実験により，ウミネコは巣内にほかのヒナが侵入した場合，自分のヒナと同様に世話をするこ

とが明かとなった．

1994年11月25日受理

＊現住所：青森県立むつ養護学校．〒035青森県むつ市奥内栖立場1-110．
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